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l 遺跡内環境と調査のあらま L

λヶ岳西南置の一郎、旧富士見原-18金訳町三村が境を按L合うあたりに、阪勧神社上位
dゐ偽 ， . ，ゐ‘. 

町3被喪社である御射山社が位置Lている.ニとに中世、こ町地11、上社。執り行う年四度の御持

の神穫のなかで僚も盛大な御射山御持の祭場て:-!らったことが、同時刊の文献によって伝えられ

..・・
ている.近世をへて今回 i 旧居七月に「原山祭J または「虚空歳織のお祭」として畳け継が

れているものである.付置にはそうした往古からの祭事を詰るような地名がみられ近年、中

央自鋤車道円建設に伴って発鍋調査された事渓夜誠麗炭岳持品といった平安時代後期の遺

踏が少な〈ない.

."‘・』この御射山祉の境内は南東側を手洗択。北西側を御手洗川によって区切られている.乎筑間

川は痩せ尾級が発途しているが‘御字決川寄りは択との比術畳があまりな〈て浅い極地状町地

形となヴている.そして境内から東北方およそ 5師 mのところを、普「下の繍遭J とよばれた

県遭払沢富士見線が横切勺ている.境内から県置におよぶ長き 7田 m余、両河川でE切られた

幅2凹 m余円範囲が、すなわち御射山遺跡である.境内をのぞむ地籍の大部分は字名を下飯山

と紘L、 部が山林のほかは畑となっており、所"かわらけなど町散布をみることができる.

今目的発鋸調査は‘県道改良事業に先立つて実施Lた.圃変地点は、県道より御身t山祉に下

キ
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る参道町分峻怠から富士見方面へ 80mおいて現置に措う幅2m.延長90m町聞である.なお

曲 m町あいだは既に地主によ って繊土が剥がれ.原状をとどめていない何で調査できなかっ

句.... 
発掘調査は諌酷捨置事務所から富士見町教育垂員会が聾託を畳け.調査団長を名取剛三、発

掘担当を武藤雄武小林公明、調査主世を樋口融商と Lて、 11月5日-13日にかけて行った.

2 発掘の状況と遺構

尭揖は あらかじめ股定しておいた 2X4mのグリッドに佳い‘発鋸区町南東側より行った.

珊序は、上から織作土層、保縄色土曜、ローム層向廟であった.

各土曜の堆積技瞳についてみると、耕作土は 10-15田町摩きで平均Lている.次的黒褐色土

は5-10 cm同車さで. 1から 8グりットまでは浅く. 9から日グリ yド的聞は少し深〈なり.

12から 17グリ γ ドまでは洩〈、 18から 22グリ y ドにかけては 20-30聞と厚〈土佐慣Lている.

こ町層中には、多大から人亜大町石が多量に哩入Lていて、一部は地表に露出していた.これ

らの石塊は主と Lて南東側町斜面ll.V'北西側に集中していた.ローム面は平坦でな<.12-15

グリ y ド町聞が小高〈なっていて.南東側は緩かに修剥L、南西側は南東に比べ帽斜がきつい.

こ町層中には隼大町石が多量に哩入L、含礎ロ ムとなっていた.

倹出Lた遺構は.陥L穴 1基、 'J、竪穴 2基、鴻状遺構 1条である.

陥L穴は、長さ 184個、幅 114刷、深さ 58田て・平面形は卵形てーある.長辺には緩い段があ

り、南側まん中町中段には枕状町小穴がみられ.斜め下方に向いている.底は平で西側へ高〈

なっていた.

l号小里穴i主、調査区外に遺構V延びているため.全体を知ることはできない.平面昨は不

盤的問形を呈すも町と恩われる.深さは 20国て・直はタライ枚を里Lている.穴向上面には.6 

-8閣の厚さで穴と同じ鍵固に焼土がみられた.'J、畳穴町地土は、上面円焼土に伴なうような

鹿などは見られず、黒褐色土円みであった.

l刷、竪穴l急、約半骨町聞査で全体を知ることはできい、帆円形を呈すると恩われる.深

さは羽田を割る.穴町中段には帽 20園町テラスが全圃Lており.拳大町石が量姐観っていた.

底部は皿状となり‘底面は凹凸Lている.穴町中央には、人亜大町石が平らにあり 、そ町周り

には4屯が多〈みられた.土層11、下から黒縄色土、黒色土褐色土、税作土となっていたが、

このうち褐色土は揖転Lた可能性が強かった.

構放置構は南北に延Vると思われる.講師幅11南側で85佃.北側で37冊、深さ 5-10閣で

ある.底部は皿状を呈し、ところどころに 10-30畑町小穴がみられる.堆土は凝褐包のみの単

一土であった.
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量沼地点図(l: 1αlO) 
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第3図遺111配置図 0:1∞j
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"l4図遺構配置図(1: I田)
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以上が遣鳩の状I!である.どの量

調ーからも伴幽Lた遺物はな〈、時期

の怯定はできない.

しかし近隣の調査$倒から 陥 L

穴は縄文時特早期町ものと一致L.

他の遺構は幽土した遺骨等から判断

" して、中世のものであると勾えられ

る.

3 遺物

出土した遺物は.土師jl!j:器が陪

・ んどを占める.また表面録集によ ry.
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育暗片、灰粕陶器片、ヰヒ宗銭、耳石

等カ勾寸専られた.

土師置土器11.m<褐色系的も町と

縄色系のものに飴土により大別で§

る.前者は.胎土に砂を多量に含み、

闇重量成形ともに岨ぃ.t金者lふ胎

土も輔鎌されていて.調隻成形と

もに入念に作られている.大きさは、

庇直径6園前後のも町が多し器高

は l園前後のも向が多〈みられる.

育暗片l孟摘の口総額である.外面

にi主連弁文が輔され、植胎には育滋

粉が厚〈かかっている.

北家銭lまt!睡元貰(1005年ー}、 全

体に保存状盟がよ〈ない.特に締及

び肌は一部分町みが桟存するだけで

保存状餓はきわめて悪〈 、四方向銭

文は緑にかろうじてついている.北

宗銭並に膏櫨片は、 Uグ '1γ ド西側

から袋線したものでゐる.
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第 5図遺栴図(1:帥)

砥石は砂縫製町中砥石で.半欠品である.現畏は 6師、幡 2.6回、厚き1.2閣である.片飼

町み使用された片滅')砥石でJ，る.

4 結語

今田町発鋼は 2m帽の鎌上に限られていたこともあり、本遺跡の性格を証拠だてるほどには

至らなか勺た.しかL、遺跡外縁舗の様子町一端をうかがうことはできたといえよ J.表面録

集とはいえ、発掘区内す〈傍から宗観と青磁片が且出されたこともひとつの収穫であった.

e:lAに 発姐11';着陸買の方々 および関係者各也にIJ(御礼申し上げる次第である.
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図版4

電器

出土および霊安保;J物

上段3刑土師賀土器片(1fI土品) 下段3到土師賀土器片(表採品)

上段右列上から宋眼"磁片灰粕陶傍片・砥石(袋線品)
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